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令
和
三
（
二
〇
二
一
）
年
四
月
一
五
日
、
外
務
省
外
交
史
料
館
は
開
館
五
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

近
年
、
公
文
書
管
理
の
重
要
性
は
一
段
と
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
外
務
省
で
は
創
設
当
初
か
ら
、
外
交
活
動
を
進
め
る
上
で
過
去
の
外
交
交
渉
や

先
例
を
参
照
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
意
識
さ
れ
て
お
り
、
外
交
記
録
の
整
理
・
保
存
が
連
綿
と
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
は
欧
米
諸
国
に
倣
い
、

『
外
務
省
公
表
集
』
や
『
日
本
外
交
文
書
』
の
編
纂
・
刊
行
事
業
が
開
始
さ
れ
、
外
交
活
動
の
経
緯
が
一
般
に
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

戦
前
か
ら
続
け
ら
れ
た
文
書
の
保
存
管
理
と
公
開
業
務
の
蓄
積
の
上
に
、
昭
和
四
六
（
一
九
七
一
）
年
、
戦
前
期
の
外
交
記
録
を
保
存
・
公
開
す
る
施
設
と
し
て
当
館

は
開
館
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
五
一
年
か
ら
は
自
主
的
な
取
組
と
し
て
、
戦
後
外
交
記
録
の
公
開
が
始
ま
り
、
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
に
は
、「
外
交
記
録
公
開

に
関
す
る
規
則
」
に
よ
り
、
作
成
・
取
得
か
ら
三
〇
年
が
経
過
し
た
記
録
の
原
則
公
開
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
開
館
当
初
約
五
万
点
だ
っ
た
所
蔵
史
料
は
、

現
在
一
一
万
点
を
超
え
、
沖
縄
返
還
や
日
中
国
交
正
常
化
と
い
っ
た
、
よ
り
新
し
い
時
代
の
記
録
も
続
々
と
移
管
・
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
三
年
に
施
行

さ
れ
た
「
公
文
書
の
管
理
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
外
交
史
料
館
は
外
務
省
の
公
文
書
館
と
し
て
法
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
所
蔵
史
料
の
永
久
保
存
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

五
〇
年
の
間
に
当
館
に
は
少
な
か
ら
ず
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
外
交
記
録
を
保
存
管
理
し
、
閲
覧
・
編
纂
・
展
示
等
に
よ
っ
て
広
く
国
民
の
皆
様
に
史
料
を

提
供
す
る
、
と
い
う
役
割
自
体
は
五
〇
年
間
何
ら
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
職
員
は
、
文
書
整
理
、
書
庫
環
境
の
管
理
、
補
修
作
業
と
い
っ
た
日
々
の
地
道
な
作
業
を
積
み

重
ね
、
国
民
共
有
の
知
的
資
源
で
あ
る
外
交
記
録
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
取
組
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
は
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
へ
の
史
料
画
像
提
供

や
所
蔵
史
料
検
索
シ
ス
テ
ム
公
開
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
展
に
合
わ
せ
た
史
料
提
供
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
歴
史
を
紡
ぎ
、諸
外
国
と
の
親
善
を
増
進
す
る
た
め
に
外
交
史
料
が
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
信
頼
性
の
高
い
史
料
を
豊
富
に
公
開
し
、

史
実
の
検
証
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
ま
た
、
国
民
の
皆
様
の
外
交
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
取
組
を
今
後
も
続
け
る
所
存
で
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
・

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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